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は伴侶や子供たちと一緒に住んだが、多くは未婚であった（Horsham St. Faith,




























































地主たち（landowners）は、共同体意識（a sense of community）を強く保つ
(1)アングロ・サクソン期から存在したイングランドにおける州の下位の行政単位。
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土地から得られた収益を年金生活者、孤児、身体障害者たちの福祉に向けた。貧困
の絶望的な外観は、土地を保有しない小屋住農や労働者たちによって示された様子
ほどには彼らのものではなかった。ある者は失業に悩まされ、他の者は余りに多く
の子供がおり、あるいは崩壊した故郷の出身者であった。彼らは誰も、財産のある
農民たちによって企図された協力的な試みに参加する資格を得るのに必要な土地
を持っていなかった。しかし、土地を持たない人々の苦境は、ラングランドが知っ
ていたように、話の一部に過ぎなかった。非常に多くのことが農村社会における社
会福祉の設計に寄与した。領主の側からの諸々の要求、家族や親族の諸々の期待、
宗教や慣習法の諸々の要求、それら全ては、共同体の意味を明確にする関係のきず
なの理解に影響を及ぼす相互義務の倫理を高めた。個人的満足に心を奪われるこ
とが協力や互酬を妨げるという確固たる信念と、貧しい人々に対する慈善行為の価
値についての広範な合意とが、農村地域にゆきわたっていた。しかし、他人に注意
を払うということは多くの人に注意を払うことだったのであり、とりわけ困難な時
代には、村人にとって最も貴重な財産は共同体意識である、ということを知ること
が重要だったのである。
（完）　　　　　　
（明治大学法学部教授）
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